
P8)に ナガイモ粉末 を長期間投与 し、加齢に伴 う記憶

学習障害 を改善す る効果があるか どうかを検討 し、認知

障害の一次予防にナガイモが有効かどうかを明らかにす

ることを目的とする。
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I.緒 言

　今 日の高齢社会では、寝た きりや認知障害になること

なく、日常の生活活動ができる“健康寿命”の延伸が求

められている。高齢者の認知機能 と食事栄養素 との関係

を調べた疫学調査 によると、認知機能の低い群ではビタ

ミンB群 、C、Eな どの抗酸化物や ミネラルの摂取が少

な く、脂質の摂取が多いなどという特徴がある1)。また、

アルツハイマー病の危険因子 には、遺伝因子、環境因子、

生活習慣因子があるが、特に近年、栄養、運動な どの生

活習慣 の改善が重視 されている2)。 それゆえ、もし、加

齢に伴う認知機瀧 の障害を抗酸化作用 をもつ食事成分の

摂取で予防することが可能になれば、その恩恵は計 り知

れない。

　ナガイモ(Dioscorea batatas)は 、滋養強壮や疲労回

復に良い とされてきたが、まだ科学的に充分検討されて

いない。先に、我々はラットを使った実験で、青森県産

ナガイモがLDL－ コレステロール値 を低下 させ、　HDL

－コレステロール値 を高めて動脈硬化性疾患を予防する

作用が期待できることと、記憶学習能力 を高めることを

見出 した3)。また、in　vitro実験 でナガイモに抗酸化作

用があることがわかってきた4)。 しか し、記憶学習能の

障害に対するナガイモの予防効果や軽減作用に関する知

見はほとんどみあたらない。

Ⅱ.目 的

　 本 研 究 は、 ナ ガ イモ の新 規 生 理 調 節 機 能 を明 らか にす

る た め に 、記 憶 学 習 障 害 を 生 じる老 化 促 進 マ ウス のP8

系 統(Senescence　 accelerated　 mouse　 prone　 8;SAM

Ⅲ.材 料および方法

　 SAMP　 8お よび正常対照のSAMR　 1ラ ット(と もに5

週齢の雄性)を 日本SLC(株)よ り購入 し馴化飼育後、

実験に用いた。市販のナガイモ乾燥粉末をCE-2型 固形

飼料(日 本 クレア(株))に 添加 した。動物は①Rl+

ナガイモ0%含 有(CE-2型 固形飼料 のみ)群 、②P

8+0%群 、③P8+1.67%群 、④P8+5%群 の4

群 にわけ、10ヶ 月間投与 した。飼料および飲料水 は自由

摂取とした。

　 実験期間中に1ヶ 月に1回 体重を測定 し、投与10ヶ 月

目にステ ップスルー型記憶学習試験を行 った。解剖時に

エーテル麻酔下で採血、遠心分離によ り得 られた血漿 を

用いて、血漿脂質成分の中性脂肪(TG)や 総コレステロー

ル(T-Cho)、 　HDL一 コレステロール(HDL-Cho)を 測

定 した。酸化ス トレスの程度を調べ るために、腎臓、肝

臓および脳 中の過酸化脂質濃度(TBARS)を 測定 した。

　 なお、本研究は 「青森県立保健大学動物実験 に関する

指針」に従って動物愛護の観点か ら常 に良好な飼育環境

下で実施 した。

Ⅳ.結 果および考察

　 ナガイモ投与期間中、P8群 およびR1群 のいずれの

群 も体重は増加 し、ナガイモ投与の有無による差はみら

れなかった。

　 ステップスルー型記憶学習試験において、獲得試行

(Trial)24h後 では、　Rl群 と比べてP8+0%群 の

暗室潜時(記 憶保持時間)は 有意に低下 したが、P8+

0%に 比べて1。67%お よび5%群 で暗室潜時が延長す

る傾向がみ られた(図1)。 この結果はナガイモ投与によ

り記憶学習障害が改善されていることを示唆 している。

　 TBARS値 は、脳ではナガイモ投与の有無 に関わ らず

R1群 とP8群 問にほとんど差 はみ られなかった。肝臓

ではRlに 比べてP8+0%お よび5%群 は有意に高

値を示 し、1.67%群 で減少傾向がみられた。腎臓ではR

1に 比べてP8+0%群 は有意に高値 を示 したが、ナ

ガイモ投与群では減少傾向がみられた。 また、加齢に伴

い血中脂質が増加す るので血中脂質成分を測定 した。P

8+0%群 の血漿中TG値 はR1群 に比べて低値であっ

たが、ナガイモ投与群では回復傾向がみ られた。P8+

O、1.67お よび5%群 のHDL-Cho値 はR1群 に比べて

有意に低 く、P8群 間ではナガイモ投与の有無に関わ ら

ずほとんど差はみられなかった。一方、P8+5%群 の
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T-Cho値 はP8+0%群 に比べてやや高値 を示 したが、

ナガイモ投与 により血中脂質成分値 に大 きな変動はな

かった。

Ⅴ.結 論

　ステ ップスルー型記憶学習試験の結果か ら、ナガイモ

を投与 したP8群 間の記憶学習能の障害の改善傾向が認

められた。一方、記憶学習 に関するメディエーターには

様 々な因子が存在するが、一酸化窒素(NO)と 記憶学

習能について注 目されている。現在、記憶学習能に関連

する大脳皮質や海馬の神経型、内皮型および誘導型NO

合成酵素の発現について解析中である。
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図1　 ナガイモ投与による記憶学習障害の改善

　　　値は平均値を示す。
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